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授業内試験 小テスト 課題内容 出欠状況 授業態度

前期 50% 30% 20%

後期 50% 30% 20%

最終到達目標
日商簿記２級工業簿記の知識習得および検定試験合格

単元 内容および授業方法

年間教授計画　　2026年度　（４月～２月）
対象

工業簿記
ｸﾗｽ：　２年　F組
学科：ビジネス科
ｺｰｽ：オフィス一般事務

授業概要
日本商工会議所主催簿記検定試験対策講義

合格テキスト２級工業簿記
合格トレーニング２級工業簿記
模擬試験問題集

総合原価計算Ⅰ（講義・演習）

総合原価計算Ⅱ（講義・演習）

部門別個別原価計算Ⅰ（講義・演習）

部門別個別原価計算Ⅱ（講義・演習）

総合原価計算Ⅳ（講義・演習）

総合原価計算Ⅴ（講義・演習）

総合原価計算Ⅲ（講義・演習）

標準原価計算Ⅰ（講義・演習）

標準原価計算Ⅱ（講義・演習）

財務諸表（講義・演習）

直接原価計算Ⅱ（講義・演習）

授業内試験 １回～１４回の授業内容のまとめ試験

直接原価計算Ⅰ（講義・演習）

後
期

（
1
0
月
～

２
月

）

日商簿記２級試験対策 模擬試験（演習）

模擬試験（演習）

前
期

（
４
月
～

９
月

）

日商簿記２級工業簿記 個別原価計算Ⅰ（講義・演習）

個別原価計算Ⅱ（講義・演習）

模擬試験（演習）

模擬試験（演習）

模擬試験（演習）

模擬試験（演習）

模擬試験（演習）

模擬試験（演習）

総まとめ復讐講義（講義・演習）

日商簿記２級工業簿記 総まとめ復讐講義（講義・演習）

総まとめ復讐講義（講義・演習）

総まとめ復讐講義（講義・演習）

総まとめ復讐講義（講義・演習）

総まとめ復讐講義（講義・演習）

備考　※２ 日商簿記２級試験合格者は上記基準に関わらず、１００点と評価する。

※１　授業内試験：期間内の総まとめの試験／小テスト：単元ごとのテスト等／課題内容：課題提出および課題の出来具合
　　　その他：（　　　）に具体的内容を記載。（例）外部実習評価
※２　備考については、資格取得に対する加点、学習に当たっての留意事項等、上記以外の項目に記載すべきものがある場合に記入。

授業内試験 １年間のまとめ試験

成績
評価
方法

項目　※１ そ の 他 （ ）

割合


